'
/{ RmAARARBETILERDEN

Sl - EIE

@ MOMEBEBIRL. Blh—LR—SHSEBLET.

& & IR
t o ‘_; ‘;. X 6 s

BRiF5ROEH INBDOAZa -5 &, 30 10E80D

DEA - FIEHE BRENDSEDREHR EOHNT

éﬁﬁfﬂ$0§¥%ﬁﬂﬁ§?&iﬂko55#0&.:TQ(Eémo

= w4

FyvFIH-P 2-RBFUNU - FNEEARE
EaFIEEE F. EHNRBZRI HREICEST
JE & RELIZIEH BIEH

@ Bi5, MDEHICHLEEHDES £, @

\)
&0 ("] ’3‘ £ y
O 3,
; : % ;
£ = g |
2o Suxe >
2 o e

PELEURBORHIRIHEEY R
vk [BAL&<E] DES
Z. [ERPE6EICERTRE

BamAXEiEIcEIT. OTERL-EDES

ZEHTLLEEL,
HUHIFOBREE. EHOE =

. ) BROXHFEDT=-%. RIOD
BT UI=5ET,. RBORH A 30HERED10HE. BE
RZEFEUONMITSIEELY, THEEZEULAFELLS !

@ A=LTP =D BEETOT. EBELTIEIL,

TN AROMROLBRDEARTLED, RRCEORRRROXEMN
‘%::::‘ FBTELTED. HICOWT, BRBED - BERIRICHITPY
p——

T—-hZERESSFETT,

(]
.



RERDBBOTABRED-. ROISKHERDE
28 ° ﬁ@ﬁfﬂ&&”éﬁas ﬁIZBﬁDL\T:T:‘:‘?ST:L\
FEHC

N\STEP1/

RBERDBBREROARD
HSCEZERICH/RUET

BERDEBBOARBRDLHDZ
&, BATLL7E-ILL
TLREEW., XZa—RICE
BLED. EXBDHICLD
FOHLFETo>CTVWEIELSE
E. IXULTLSEEY,

SVFEZ, WITEZE

I

\STEP2/

REROEBES(IC
B8 - REHBLLIET

KRRCHBZEDDIERGLE
EDNWTEF. BEKBEBICR
BLTWERESZELELR
a—o

FERD & - RESERICIRMTS
BEDFIRL EEFH o,

0,
uuuuu

ey 731 SHAFZ>
RLEROBBRIBEHROBSHEICLD

FERALTW-IEE, fEERBRSEEHE
BTIISCEBERTEBRVIZID
IC. RIHPEITSEEDHIC. CDFS
IEHRBLLTIESLY,

\ _J‘
N\STEP3/
RERDBSBONRRRE
Py -hTEELES
BEROBRNEDSNME
BENLNECDONT. RE
BAQPYY - E2ORE

= LET

BiX - FAX « TV9 -2y bOWS
NHDBETEEISIRELET,

s ¢ HHBIRDEER - WOMOHLVICIRSFEHIA

o
5t - BERT
RIS ZEIE

ﬁ>*§=£%k

Ko

4
w _

B8+« J—-RFFUNU—- B=ED BRERE
AHBRFN\DIGAZEL HUNZELE RIETRE

A ABEZ. BROREIBICHRIMDBEHDHERVEDONRRELEZBHELT

WEZ, &oT. LEEDELEFRDIEH,

HESA\DFEHENVEE, KEED

BROAHRICHEUOHDEVMERZ LU TIRWIFRE .



	食品ロス削減実践モデル事業の流れ
	取り組みを選択し、特設ホームページから応募します。
	３０・１０運動の呼びかけ
	※以下の事業者様は応募できません。あらかじめ、ご了承ください。
	キッチンカーや屋台等非固定型店舗
	フードデリバリー等、店舗外飲食を前提とした店舗
	暴力団関係者 が経営に関与する店舗
	10月下旬～


	県から、取り組みに応じた資材が届きます。
	やまなし食品ロス削減推進マスコット「かんしょくま」の画像を、店内や商品に使用可能

	食品ロス削減に向け、①で選択した取り組み を進めてください。
	R9.1月末まで
	呼びかけや掲示など、店舗の実情に応じた方法で、食品ロス削減を呼びかけてください。
	食品ロス削減のため、最初の ３０分と最後の１０分は、自席で料理を楽しみましょう！



	メールでアンケートが届きますので、回答してください。
	食品ロス削減のために取り組んだことや、実際にどの程度食品ロスを削減することができたか、等について、事業期間中・事業終了後に分けてアンケートを実施する予定です。

	持ち帰り容器・袋をお客様に提供する 場合の手順と注意事項
	持ち帰り容器の利用促進のため、県から持ち帰り容器・袋の提供を受ける場合、特にお守りいただきたい事項がございます。必ずご覧ください。
	「モッテコ」説明チラシ



	　実 施 方 法
	持ち帰り容器 あります　　
	持ち帰り容器と袋の用意が あることを店内に掲示します
	持ち帰り容器の用意があることを、店内で広くアピールしてください。メニュー表に記載したり、従業員の方による呼びかけを行っていただくなど、工夫してください。
	持ち帰り希望者に 容器・袋をお渡しします
	実際に料理を詰める作業などについては、お客様自身に実施していただくこととします。
	持ち帰り容器の利用状況を アンケートで回答します
	持ち帰り容器がどのくらい使用されたか等について、飲食店へのアンケートを２回程度実施します

	持ち帰り容器・袋の取り扱いに係る注意事項
	容器代金の 徴収禁止
	転売・事業終了前の処分禁止
	容器は清潔な 環境で保管
	屋台・フードデリバリー・ 弁当容器等への転用禁止
	山梨県から持ち帰り容器と 持ち帰り袋が届きます
	本事業は、食品ロス削減に係る取り組みの推進及びその効果検証を目的としています。よって、上記の禁止事項のほか、従業員へのまかないなど、来店客の食品ロス削減に結びつかない使用をしてはいけません。



